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［総合教育科目］ 16 地域志向系科目２単位以上含む

総 合 教 育 科 目 Ａ － － － － － － － － －

総 合 教 育 科 目 Ｂ － － － － － － － － －

［外国語科目］     10

College English Ⅰ 2 1  ◎   英語６単位

College English Ⅱ 2 1  ◎

College English Ⅲ 2 1  ◎

College English Ⅳ 2 1  ◎

College English Ⅴ 2 1  ◎

College English Ⅵ 2 1  ◎

Advanced   College   English － － － － － － －

新 修 外 国 語 基 礎 １ ・ ２ 4 2  ◎   新修外国語４単位

新 修 外 国 語 基 礎 ３ 2 1  ◎   ドイツ語、フランス語、

新 修 外 国 語 基 礎 ４ 2 1  ◎   ロシア語、中国語、

新 修 外 国 語 特 修 科 目 － － － － － － －  　    朝鮮語のいずれか

       １ヵ国語から

［健康スポーツ科学科目］ 3 実習・講義から各１科目

健 康 運 動 科 学 － － － － － － － － 2 講義

体 力 ト レ ー ニ ン グ 科 学 － － － － － － － － 2 講義

ス ポ ー ツ 実 践 科 学 － － － － － － － － 2 講義

健 康 ス ポ ー ツ 科 学 実 習 － － － － － － － － 1 実習

［基礎教育科目］    29

線 形 代 数 Ⅰ 2 2  ◎

線 形 代 数 Ⅱ 2 2  ◎

解 析 Ⅰ 2 2  ◎

解 析 Ⅱ 2 2  ◎

解 析 Ⅲ 2 2  ◎

解 析 Ⅳ 2 2  ○

応 用 数 学 Ａ 2 2  ◎

応 用 数 学 Ｂ 2 2  ○

応 用 数 学 Ｃ 2 2  

基 礎 物 理 学 Ⅰ 4 4  ◎

基 礎 物 理 学 Ⅱ 4 4  ○

基 礎 物 理 学 Ⅲ 2 2  ○

基 礎 物 理 学 Ⅳ 2 2  ○

基 礎 物 理 学 Ⅳ -E 2 2  ○

基 礎 物 理 学 実 験 Ⅰ (6) 3  △

基 礎 物 理 学 実 験 Ⅱ (6) 3  △

後
　
期

　授　 　業   　科   　目  備　　　  考前
　
期

後
　
期

単
　
位
　
数

機械工学科

毎　週　講　義　時　間

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
 担　当　者 前

　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

前
　
期
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基 礎 物 理 化 学 A 2 2  ○

基 礎 有 機 化 学 2 2  

基 礎 無 機 化 学 2 2  

基 礎 化 学 実 験 Ⅰ (6) 3  △

生 物 学 概 論 Ａ 2 2

生 物 学 概 論 Ｄ 2 2

生 物 学 実 験 Ａ (4) 2  △

一 般 地 球 学 Ｂ - Ⅰ 2 2

一 般 地 球 学 Ｂ - Ⅱ 2 2

地 球 学 実 験 Ａ (4) 2  △

［ 専門教育科目 ］ 76

＜専門基盤科目＞

基 礎 力 学 Ⅰ 加藤・川合 2 　 2  ◎

基 礎 力 学 Ⅱ 中       谷 2 2  ◎

材 料 力 学 Ⅰ 内　　　田 2 2  ◎

材 料 力 学 Ⅱ 山　　　崎 2 2  ◎

機 械 材 料 学 佐　　　藤 2 2  ◎

流 体 工 学 加　　　藤 2 2  ◎

熱 力 学 Ⅰ 西　　　村 2 2  ◎

固 体 力 学 山　　　崎 2 2  

工 業 数 学 Ⅰ 多　羅　間 2 2  

工 業 数 学 Ⅱ 多　羅　間 2 2  

工 業 数 学 Ⅲ 多　羅　間 2 2  

創 成 設 計 論 (鈴　　　木) 2 2

特 別 講 義 (藤田・岡田・吉田) 2 2

生 産 管 理 (川　　　池) 2 2

材 料 力 学 演 習 内田・山崎 1 1 1  

機 械 工 学 演 習 Ａ 加藤・西村 (2) 1  

機 械 工 学 演 習 Ｂ 川合・瀧山 (2) 1  

機 械 工 学 演 習 Ｃ 脇本・伊與田 (2) 1  

技 術 者 倫 理 各 教 員 2 2  ◎

職 業 指 導 (米　　　田) 2 2 4
教職科目
（卒業単位に含めない）

　授　 　業   　科   　目

機械工学科
毎　週　講　義　時　間
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期
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期

後
　
期
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期
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期

後
　
期

単
　
位
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＜環境・エネルギー機械科目＞

機 械 設 計 川　　　合 2 2  ◎

熱 力 学 Ⅱ 　 伊　與　田 2 2

流 体 力 学 Ⅰ 脇　　　本 2 2

流 体 力 学 Ⅱ 加　　　藤 2 2

熱 シ ス テ ム 設 計 論 西　　　村 2 2

環 境 エ ネ ル ギ ー 工 学 西村・（脇坂） 2 2

生 産 加 工 学 Ⅰ 佐　　　藤 2 2  ◎

生 産 加 工 学 Ⅱ 川　　　上 2 2

＜システムダイナミクス科目＞

振 動 工 学 川　　　合 2 2  ◎

制 御 工 学 Ⅰ 瀧　　　山 2 2  ◎

制 御 工 学 Ⅱ 大　　　島 2 2  

数 値 計 算 法 逢坂・瀧山 2 2  

ロ ボ ッ ト 運 動 学 高　　　田 2 2  

メ カ ト ロ ニ ク ス 工 学 今　　　津 2 2

計 測 評 価 工 学 佐     伯 2 2  

知 的 材 料 工 学 逢     坂 2 2  

＜マテリアルデザイン科目＞

材 料 基 礎 学 Ⅰ 兼　　　子 2 2  ◎

材 料 基 礎 学 Ⅱ （長    野） 2 2  

材 料 科 学 横　　　川 2 2  ◎

セ ラ ミ ッ ク 材 料 学 横　　　川 2 2  

材 料 強 度 学 吉　　　岡 2 2

固 体 電 子 論 (木　　戸） 2 2  

固 体 分 析 学 兼　　　子 2 2  

材 料 デ ザ イ ン 学 岸　　田 2 2  

＜実践系科目＞

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 各 教 員 (2) 1  ◎

コンピュータプログラミング法 今津・高田 2 2  ◎　講義科目

機 械 製 図 （上    川） (2) 1  ◎

設 計 製 作 実 習 各 教 員 　 (8) (4) 5  ◎

機 械 工 学 実 験 各 教 員 (6) 2  ◎

技 術 経 営 論 各 教 員 2 2  　　講義科目

卒 業 研 究 各 教 員 ( ) ( ) 8  ◎
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機械工学科
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＜他学科提供科目＞

固 体 物 理 学 基 礎 中山（弘） 2 （電子・物理工学科提供）

電 気 ・ 電 子 材 料 学 白　　　藤 2 （電子・物理工学科提供）

結 晶 物 理 工 学 中山（弘） 2 （電子・物理工学科提供）

電 磁 気 学 Ⅰ 武　　　智 2 （電子・物理工学科提供）

電 気 ・ 電 子 計 測 学 菜　　　嶋 2 （電子・物理工学科提供）

電 気 回 路 学 Ⅰ 仕　　　幸 2 （電気情報工学科提供）

情 報 エ ネ ル ギ ー 工 学 宮　　　崎 2 （電気情報工学科提供）

土 質 力 学 Ⅰ 　　 大島（昭） 2 （都市学科提供）

環 境 生 態 学 矢      持 2 （都市学科提供）

ロ ボ ッ ト 工 学 田　　　窪 2 （電気情報工学科提供）

セ ン シ ン グ 工 学 辻　　　本 2 （電気情報工学科提供）

生 体 材 料 工 学 田　　　辺 2 （化学バイオ工学科提供）

高 分 子 材 料 工 学 堀　　　邊 2 （化学バイオ工学科提供）

【 大 阪 府 立 大 学 単 位 互 換 科 目 】 詳細は別表参照

 備　　　  考　授　 　業   　科   　目
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４年次進級に必要な単位

 １．◎、○および△はそれぞれ必修科目、準必修科目および、基礎教育科目の実験科目を示す。

 　  ◎　　必修科目　（選択した教育分野にかかわらず必ず履修すること）

   　○ 　 準必修科目

  　 △　　基礎教育科目の実験科目 

 6． 他学科提供科目の履修には人数制限がつくことがある。

 7． 職業指導（教職科目・４単位）は卒業に必要な単位数に含まれない。

６単位

４単位

３単位

２単位 iBT 69 (CBT193  PBT523) 650

(TOEFL満点   iBT 120   CBT 300   PBT 677点)

 9． 総合教育科目Ｂの科目群「自然と人間」内にある主題「現代の自然科学」は、単位を修得しても卒業・進級に
　　　必要な単位には含まれない。

iBT 79 (CBT213  PBT550) 750

準１級

 8－4．読み替え認定が可能な最大単位数と最低点を下表に示す。

TOEFL TOEIC 英検

iBT 88 (CBT230  PBT570) 800 １級

 5． 基礎教育科目中、「基礎物理学Ⅳ」と「基礎物理学Ⅳ-E」については、どちらか一つを卒業・進級に必要な
　　　単位として含めることができる。

 8． TOEFL、TOEICで優秀な点数を得た者、あるいは実用英語技能検定１級または準１級資格者は英語科目を
　　　履修したものと見なされ、英語科目の単位を得ることができる。なお、本制度で単位認定を受けた学生は、
　　　余裕のできた時間を他科目の履修に充てることが望ましい。

 8－1．本制度により単位認定を受けることを希望する学生は、各学期の履修登録期間中に申請をしな
　　　　　ければならない。

 8－2．４単位以下の単位認定はCE-Ⅰ〜CE-Ⅳのうちの未修得科目の中から行う。
　　　　 なお、単位認定された英語科目を在学中に履修することはできない。

 8－3．単位認定の対象とする点数、資格は取得してから１年以内のものに限る。

専 門 教 育 科 目 　50 単位以上　（３年次までの専門科目の必修科目31単位以上を含む）

 2.  専門科目のうち備考欄に◎がない科目は選択科目。（他学科提供科目、大阪府立大学単位互換科目を含む）

 3． ２年次の後期から、環境・エネルギー機械、システムダイナミクス、マテリアルデザインの３つの教育分野のうち
　　　ひとつを選択し、各分野の専門科目を重点的に履修する。選択した各分野の総単位16単位のうち、14単位
　　　（必修科目を含む）以上を修得しなければならない。

 ４． 地域を志向する全学的な教育事業が推進されていることから, 総合教育科目のうち２単位を地域志向系科目
　　　から修得すること。

総 合 教 育 科 目

基 礎 教 育 科 目   合計　50 単位以上 （外国語科目10単位以上を含む)
外 国 語 科 目
健康スポーツ科学科目

専 門 教 育 科 目   76 単位以上 （必修科目47単位、選択科目29単位以上を含む）注2-5

合 計 単 位 数  134 単位以上

総 単 位 数  110 単位以上

機械工学科

卒業に必要な単位【機械工学科】

全 学 共 通 科 目   58 単位以上

総 合 教 育 科 目   16 単位以上 （地域志向系科目２単位以上含む）

内
　
訳

基 礎 教 育 科 目
　29 単位以上 （必修科目１6単位、準必修科目8単位以上、
                      基礎教育科目の実験科目3単位以上を含む）注1

外 国 語 科 目 　10 単位以上 （英語6単位、新修外国語4単位以上を含む）注6

健康スポーツ科学科目 　  3 単位以上 （講義2単位、実習1単位以上を含む）

－8－



- 9 -

-  -0123456789



- 10 -

-  -0123456789



- 11 -

-  -0123456789



- 12 -

-  -0123456789



- 13 -

-  -0123456789



- 14 -

-  -0123456789



- 15 -

-  -0123456789



- 16 -

-  -0123456789



- 17 -

-  -0123456789



電気情報工学科 

電 気 電 子 応 用 Ⅰ (石川・坂野・角矢) 2 2

電 気 電 子 応 用 Ⅱ (仲嶋・荒木・西村) 2 2

固 体 物 理 学 基 礎 中山（弘） 2 2 E1群　電子・物理提供

量 子 力 学 Ⅰ 杉田 2 2 E1群　電子・物理提供

統 計 力 学 Ⅰ 寺井 2 2 E1群　電子・物理提供

物 理 光 学 金 2 2 E1群　電子・物理提供

半 導 体 工 学 Ⅰ 中山（正） 2 2 E1群　電子・物理提供

職 業 指 導 （米田） 2 2 4  教職科目

技 術 経 営 論 各  教  員 2 2  

技 術 者 倫 理 各  教  員 2 2  ◎必修

電 気 情 報 工 学 基 礎 演 習 A 各教員 ( 2) 1  ◎Ａ１群（必修）

電 気 情 報 工 学 基 礎 演 習 B 各教員 ( 2) 1  ◎Ａ１群（必修）

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 A 阿多・田窪 ( 2) 1  A２群

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 B 上野・辻岡 ( 2) 1  A２群

電 気 情 報 工 学 実 験 A 宮崎・辻岡 ( 4) 2  A２群

電 気 情 報 王 学 実 験 B 岡 ( 4) 2  A２群

電 気 情 報 工 学 実 験 C 辻岡 ( 4) 2  A２群

電 気 情 報 工 学 応 用 演 習 各教員 ( 4) 2  ◎Ａ１群（必修）

卒 業 研 究 各　教　員 (  ) (  ) 10  ◎必修

前
　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

前
　
期

後
　
期

　授　 　業   　科   　目  担　当　者

毎　週　講　義　時　間 単
　
位
　
数

 備　　　  考
１年次 ２年次 ３年次 ４年次
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